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ま
ち
な
か
朝
市(

山
田
達

也)

は
、
10
月
に
入
っ
て
秋
野

菜
や
冬
野
菜
へ
の
品
揃
え
に

変
わ
っ
て
来
た
。
果
実
も
柿
や

リ
ン
ゴ
等
が
品
揃
え
さ
れ
て

い
る
。夏
の
猛
暑
で
葉
物
野
菜

等
が
遅
れ
て
い
た
が
、白
菜
や

春
菊
、ネ
ギ
等
順
調
に
生
育
し

て
い
る
よ
う
だ
。
土
ネ
ギ
他
一

部
野
菜
は
事
前
予
約
で
の
販

売
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。
11
月
は
３
回

で
す
。
最
終
日
は
18
日
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

近
藤
さ
ん
家
の
曲
が
り
ネ
ギ 

2023 みんなのまちなか朝市１１月１８日迄 

の秋へ 

見
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
形
式
で
、

苦
慮
す
る
事
業
・
苦
慮
し
そ
う
な

事
業
・
継
続
出
来
る
事
業
に
分
け
、

書
き
出
し
て
頂
い
た
。 

生
涯
学
習
部
会
で
苦
慮
す
る
事

業
は
、
支
援
学
校
の
交
流
会
。
地
域

の
空
き
缶
拾
い
や
花
い
っ
ぱ
い
運

動
花
壇
の
管
理
。
文
化
祭
作
品
づ

く
り
他
。
継
続
出
来
る
事
業
は
、
ま

ち
な
か
工
房
各
教
室
。
桜
ま
つ
り
、

工
房
教
室
作
品
展
示
・
即
売
会
。
地

域
の
美
化
活
動
。
福
島
駅
伝
。
レ
デ

ィ
ー
ス
学
級
学
習
会
他
。
苦
慮
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
な

か
っ
た
。
対
応
に
つ
い
て
は
、
構
成

員
勧
誘
。
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
。
若
い
人
が
入
会
し
な
い
。
活

動
の
周
知
他
。 

地
域
安
全
部
会
で
苦
慮
す
る
事

業
は
、
街
頭
指
導
。
ド
ラ
イ
バ
ー
総

参
加
セ
ー
フ
テ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

春
や
秋
の
交
通
安
全
。
消
防
の
団

員
の
確
保
他
。
苦
慮
し
そ
う
な
事

業
で
は
、
石
川
地
区
交
通
安
全
子

供
自
転
車
大
会
。
交
通
安
全
の
ぼ

り
旗
の
点
検
設
置
。
幼
稚
園
・
保
育

所
・
こ
ど
も
園
・
小
学
校
に
お
け
る

交
通
安
全
教
室
へ
の
協
力
。
防
火

水
槽
・
消
火
栓
・
点
検
清
掃
。
各
町

の
側
溝
掃
除
事
業
他
。
継
続
出
来

る
事
業
で
は
、
春
・
秋
全
国
交
通
安

全
合
同
推
進
会
議
。
各
季
運
動
（
各

期
間
）
出
動
式
・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
他
。
各
対
応
と
し
て
は
、
各
地
域

町
の
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
。

人
材
・
後
継
者
不
足
。「
何
で
私 

地域自治協議会３部会開催 

 

地
域
自
治
協
議
会
（
松
山
秀
隆

委
員
長
）
は
、
令
和
６
年
度
設
立

に
向
け
て
、
３
部
会
の
会
議
が
自

治
セ
ン
タ
ー
で
、
10
月
11
日
「
教

育
部
会
」、
18
日
「
安
心
安
全
部

会
」
、
20
日
「
福
祉
部
会
」
が
行

わ
れ
た
。
協
議
事
項
は
、
２
部
会

委
員
か
ら
部
会
名
称
変
更
提
案
が

あ
り
協
議
し
た
結
果
、
教
育
部
会

が
「
生
涯
学
習
部
会
」
へ
。
安
心
安

全
部
会
が
「
地
域
安
全
部
会
」
へ
変

更
と
な
っ
た
。
各
部
会
と
も
（
１
）

活
動
内
容
の
す
り
合
わ
せ
。(

２)

予

算
の
配
分
に
つ
い
て
。(

３) 

今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
協

議
し
た
。（
１
）
は
、
出
席
者
の
意 

施
設
（
石
川
警
察
署
前
花
壇
）
へ
の

奉
仕
作
業
。
長
寿
会
活
動
、
役
員
の

な
り
手
が
い
な
い
。
各
種
大
会
等
へ

参
加
が
出
来
な
い
。
自
治
会
加
入
者

の
減
少
他
。
苦
慮
し
そ
う
な
事
業
。

婦
人
会
会
員
の
減
少
、
な
り
手
が
い

な
い
。
自
治
会
で
は
、
組
事
業
（
堀

上
、
草
刈
り
他
）
若
い
世
代
の
参
加

が
少
な
い
。
継
続
出
来
る
事
業
で

は
、
寿
健
康
大
学
。
レ
デ
ィ
ー
ス
学

級
他
。
各
対
応
と
し
て
は
、
新
し
い

事
業
の
進
め
方
を
考
察
す
る
。
専
門

に
や
れ
る
人
の
養
成
。
公
共
物
の
建

屋
管
理
困
難
な
た
め
、
無
理
に
保
存

し
な
い
。
環
境
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
、
花
壇
作
り
他
興
味
を
も
っ
て
も

ら
う
。
婦
人
会
活
動
な
り
手
の
減

少
。
目
的
を
明
確
に
し
て
参
加
者
を

勧
誘
す
る
他
。
各
部
会
共
通
の
課
題

は
、「
人
…
高
齢
化
・
な
り
手
・
任
せ

…
」
の
様
で
す
。（
２
）
設
立
後
の
自

業
予
算(
案)

の
提
示
。(

３)

今
後
の 

が

？

ほ

か

の

人

に

お

願

い

す

れ

ば
」
と
言
う

人
が
多
い
。

若

者

世

代

の

意

識

の

違
い
他
。 

福

祉

部

会
で
は
、
苦

慮

す

る

事

業
。
公
共 

 

説
明
を
行
っ
た
。
11
月
以
降
も
全

体
会
議
他
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

ワークショップ 教育部会の様子 

 
 
 

お
知
ら
せ 

石
川
自
治
セ
ン
タ
―
で
は
、
11
月

３
日(

金)

～
11
日(

土)

迄
、
福
島
県

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
期
日
前
投

票
所
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
な
か
工
房

各
教
室
が
お
休
み
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
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１１月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

１ 水 学石ものづくり講座 16：00～ 石川自治センター 

３日～５日文化祭展示(レディース４学級・石川寿) モトガッコ 

７ 火 石川寿大学移動研修 8：30～ 柳津町方面 

16 木 新田寿健康大学学習会 9：30～ 新田ふれあい 

18 土 ノルディックウオーキング月例会 10：00～ 山橋自治センター 

22 水 学石ものづくり講座 16：00～ 石川自治センター 

まちなか朝市 11 月 4 日 11 日 18 日最終回 朝７時～ 石川自治センター 
 

 

 

健
康
増
進
事
業
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
㏌
沢
田
10
月
例
会
は
、

21
日
17
名
（
石
川
地
区
２
名
）
が
参

加
、
鈴
木
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

で
沢
田
自
治
セ
ン
タ
ー
を
起
点
に
～

沢
井
八
幡
神
社
（
波
乗
り
兎
・
狛
犬
見

学
）
～
圃
場
整
備
さ
れ
た
。
黄
金
色
に

輝
く
田
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
実
り
の
秋
を
実

感
し
ま
し
た
。
11
月
18
日
は
、
山
橋

自
治
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
行
い
ま
す
。 

生涯学習教室、寿大学・レディース学級 

 

石
川
寿
大
学
（
鈴
木
芳
幸
委

員
長
）
は
、
17
日
10
月
学
習

会
を
自
治
セ
ン
タ
ー
で
学
級

生
28
名(

男
性
４
名
・
女
性
24

名)

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

今
年
で
５
回
目
の
も
の
づ
く

り
学
習
会
は
、
講
師
に
三
本

木
美
智
子
先
生
と
粘
土
教
室

３
名(

板
橋
・
緑
川
・
宗
像
さ

ん)
の
生
徒
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
２
０
２
４
年
の
干
支

「
辰
・
た
つ
」
を
制
作
し
た
。

作
業
は
、
パ
ー
ツ
ご
と
に
練

り
込
み
、
胴
を
作
る
作
業
は

苦
労
し
な
が
ら
も
一
つ
一
つ

丁
寧
に
製
作
し
た
。
学
級
生

は
「
目
が
見
え
な
い
」
と
か

「
手
が
き
か
な
い
」
と
か
言

い
な
が
ら
も
、
講
師
の
皆
さ

ん
の
手
助
け
頂
き
、
楽
し
そ

う
に
製
作
し
て
い
た
。
尚
、
町

文
化
祭
に
展
示
予
定
で
す
。 

新
田
寿
健
康
大
学(

小
豆
畑
幸
司

委
員
長)

は
、
19
日
10
月
学
習
会

移
動
研
修
を
22
名(

男
性
５
名
・
女

性
17
名)

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

茨
城
県
大
子
町
旧
上
岡
小
学
校

(

国
登
録
文
化
財)

を
見
学
し
た
。

旧
上
岡
小
学
校
校
舎
は
、
明
治
期

の
木
造
校
舎
の
か
た
ち
を
伝
え
る

貴
重
な
建
築
物
で
す
。
校
庭
か
ら

見
る
３
棟
の
校
舎
、
校
庭
の
片
隅

に
あ
る
二
宮
金
次
郎
像
は
、
子
供

時
代
を
想
い
起
こ
す
風
景
で
し

た
。
上
岡
小
跡
地
保
存
の
会
事
務

局
長
蛭
川
克
則
さ
ん
の
案
内
で
、

校
舎
内
を
見
学
し
た
。
教
室
内
は
、

閉
校
時
（
２
０
０
１
年
）
の
ま
ま
で

残
さ
れ
て
お
り
、
楽
器
や
習
字
が

残
さ
れ
、
講
堂
に
は
、
歴
代
の
校

長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
尚
、
蛭
川
さ
ん

は
、
上
岡
小
最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
し
た
。
学
級
生
が
元
気
で
健
康

で
い
る
た
め
、
自
己
研
鑽
や
今
後

の 

ま
ち
な
か
工
房
籐
手
芸
教
室

「
自
然
素
材
を
活
か
し
た
も

の
づ
く
り
講
座
」
が
10
月
10

日
・
25
日
行
わ
れ
た
。
革
の
部

分
の
縫
い
付
け
作
業
を
、
苦
労

し
な
が
ら
も
行
い
、
２
回
の
縫

い
付
け
作
業
を
完
了
し
た
。
25

日
か
ら
は
、
山
葡
萄
皮
を
編
む

為
の
準
備
作
業
、
皮
を
５
㎜
幅

で
10
㎝
～
12
㎝
長
さ
に
ハ
サ

ミ
で
切
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。

自
然
素
材
の
為
切
る
作
業
は

苦
労
の
連
続
の
様
で
す
。
準
備

が
出
来
た
生
徒
さ
ん
か
ら
、
編

み
組
（
網
代
編
み
）
作
業
に
取

り
掛
か
っ
た
。
11
月
1
日
の
講

座
で
は
、
全
員
で
編
み
組
作
業

に
掛
か
り
ま
す
。 

17
日
籐
手
芸
教
室
の
活
動
を

生
徒
18
名
が
各
自
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
も
の
づ
く
り
講
座
、
次
回

作
品
制
作
の
為
に
移
動
研
修
を

行
っ
た
。
教
室
の
皆
さ
ん
は
学
石 

の
生
き
方
に
つ
い
て
、
見
聞
を
広
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
猫
啼
・
き
た
す

は
文
化
祭
作
品
作
り
を
行
っ
た
。 

猫
啼(

小
豆
畑
ケ
イ
子
委
員
長)

は
、
12
日
・
19
日
西
田
屋
で
「
ワ
イ

ヤ
ー
ア
ー
ト
」
製
作
を
行
っ
た
。 

き
た
す(

竹
島
君
委
員
長)

は
、
22

日
「
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
」
を
行
い
、

彩
良
く
鉢
植
え
し
ま
し
た
。 

新
田(

本
間
浩
子
委
員
長)

は
、
学

級
生
の
健
康
増
進
を
目
的
に
「
健
康

体
操
」
を
約
２
時
間
行
い
ま
し
た
。

新
田
に
、
新
入
生
西
間
木
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

三瓶さんの指導で編み組開始 

生
徒
の
も
の
づ
く
り
活
動
を

全
員
で
応
援
し
て
行
き
ま
す
。 

３色のたつが展示されます。 

歩くときしむ廊下で昔を想う！ 

21 日冬期の花を植替え

しました。ビオラとパンジ

ー。水野さんと矢内センタ

ー長。 


